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インフルエンザの
予防

インフルエンザが流行する前に予防接種（インフルエ
ンザワクチンの接種）を受けることが有効です。また、
高齢者や慢性疾患がある人は、重症化の防止法とし
ても期待されています。

02 インフルエンザの
診断

インフルエンザを簡単に診断できる迅速検査キットが
あります。のどや鼻の材料を用いてＡ型・Ｂ型を鑑別
することができます。
インフルエンザかどうかの判断は、医師がこのキット
の結果と臨床症状や流行等の状況も併せて総合的に
行います。

03

日常生活で も以下の点に気を付けましょう。
◆流行時は 外出を控え、人混みを避けましょう。
◆手洗い、 うがい、マスクをしましょう。
◆栄養バラ ンスの良い食事と十分な睡眠をとりましょう。

182×257



インフルエンザの
治療

インフルエンザと診断された時には抗インフルエンザ薬
が有効です。
のみ薬（経口剤）、吸い込む薬（吸入剤）のほか、点滴注
射薬などの数種類があり、体の状況に応じて医師により
処方されます。
これらのお薬はインフルエンザにかかっている期間を
短くし、症状を軽くします。

04

インフルエンザにかかった場合は、これらの薬剤以外に、
安静、保温、水分補給、バランスの良い食事などが大切です。

他の人にうつさないために・・・
◆咳をしている人にマスクの着用を促しましょう。
◆鼻汁や痰などを含んだティッシュはビニール袋で密封
するか、ふた付きのゴミ箱に捨てましょう。
◆咳やくしゃみの際にはティッシュやハンカチ等で口と
鼻を押さえ、他の人から顔をそむけましょう。出来れ
ば１ｍ以上離れることが望ましいです。
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